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1食 あたりの価格 :252円 (税込み )

人気メニュー :カ レーライス

寸評 :ごはんは粒がしっかりしていて、
おかずのコンピネーションが抜群。里

芋五目煮は素材の持ち味がどれも生

きた楽しさ。アジフライは、新鮮な魚

ならではの爽やかさっぱり感。

唐津市立浜玉中学校

性

暉

鞠

需

驀

牌

舗

古
川
康

・
佐
賀
県
知
事
や

一
般
の
人
た

ち
も
招
い
て
公
開
給
食
を
行

っ
た
。

こ
の
日
登
場
し
た
給
食
メ
ニ
ュ
ー
の

食
材
は
、
な
ん
と
地
元
産

１
０
０
％
。

ご
飯
は
、
佐
賀
県
産
。
牛
乳
は
、
地
元

の
瓶
入
り
村
山
牛
乳
で
、
ミ
ル
ク
本
来

の
持
ち
味
を
生
か
し
た
７５
℃
‐５
分
殺
菌
。

里
芋
五
日
煮
の
中
身
は
地
元
産
の
佐
賀

和
牛
肉
、
佐
賀
県
産
大
豆
の
木
綿
豆
腐
、

里
芋
、
サ
ヤ
イ
ン
ゲ
ン
、

ニ
ン
ジ
ン
、

コ
ン
ニ
ャ
ク
。
そ
し
て
き
ゆ
う
り
の
和

え
も
の
に
、
ア
ジ
フ
ラ
イ
、
巨
峰
。

ど
れ
も
が
味
わ
い
豊
か
。
ア
ジ
フ
ラ

イ
に
は
脱
帽
し
た
。
自
身
が
サ
ッ
ク
リ
、

さ

つ
ぱ
り
と
し
て
実
に
う
ま
い
。
牛
乳

も
ミ
ル
ク
の
甘
さ
が
あ
る
。
巨
峰
は
、

し

っ
か
り
実
が
締
ま

っ
て
、
プ
チ
ン
と

は
じ
け
る
よ
う
。
口
の
中
に
果
実
の
甘

み
が
溶
け
出
し
た
。

「今
日
が
特
別
と
い
う
わ
け
で
は
な
い

ん
で
す
よ
。
ふ
だ
ん
で
も
、
食
材
の
６０

～
８０
％
を
、
地
元
で
ま
か
な

っ
て
い
る

ん
で
す
」
と
栄
養
士
の
福
山
隆
志
さ
ん
。

味
噌
汁
の
味
噌
は
、
『松
浦
東
部
農
協

農
産
加
工
工
場
』
で
働
く
農
家
の
奥
さ

ん
の
手
造
り
味
噌
、
豆
腐
は

『長
尾
豆

腐
店
』
の
本
綿
豆
腐
、
い
ず
れ
も
佐
賀

県
産
大
豆
を
使
用
し
た
も

の
。
肉
は

『中
村
牧
場
』
中
村
俊
六
さ
ん
の
佐
賀
和

牛
と
い
う
贅
沢
さ
。
も
ち
ろ
ん
お
米
は

佐
賀
県
産
、
パ
ン
も
県
産
小
麦
と
国
内

小
麦
の
ブ
レ
ン
ド
、
野
菜
、
果
物
は
地

元
浜
玉
の
農
家
の
も
の
、
魚
は
唐
津
で

獲
れ
る
も
の
と
い
う
具
合
で
、
な
に
か

ら
な
に
ま
で
地
元
産
中
心
な
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
地
元
産
使
用
の
取
り
組
み

は
、
栄
養
士
の
福
山
さ
ん
が
市
の
教
育

課
ス
タ
ッ
フ
と

一
緒
に
農
家
や
豆
腐
屋

さ
ん
、
牛
乳
店
、
パ
ン
屋
な
ど
を

一
軒

一
軒
訪
ね
て
、　
一
つ
ず

つ
実
現
さ
せ
て

き
た
も
の
だ
と
い
う
。

「佐
賀
県
の
給
食
の
県
産
食
材
使
用
率

は
平
均
４０
％
。
で
す
か
ら
、
浜
玉
中
学

校
は
群
を
抜
い
て
い
ま
す
。
県
産
食
材

使
用
率
日
本

一
―
　
と
、
自
慢
し
て
も

い
い
く
ら
い
」
と
は
、
古
川
知
事
。

佐
賀
和
牛
生
産
者
の
中
村
さ
ん
は
、

「佐
賀
和
牛
は
、
県
外
で
は
よ
く
食
べ
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
地
元
で
は
ほ
と
ん
ど

食
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
地
域
の

人
に
知

っ
て
ほ
し
い
。
給
食

へ
の
提
供

は
と
て
も
嬉
し
い
ん
で
す
」
と
い
う
。

「外
部
の
方
の
参
加
で
、
改
め
て
私
た

ち
の
給
食
を
見
直
す
こ
と
が
で
き
、
い

か
に
恵
ま
れ
て
い
る
か
を
知
り
ま
し
た
」

と
栗
原
宣
康
校
長
。

玉
中
学
の
給
食
は
、
学
校
の
す

ぐ
裏
手
の
唐
津
市
浜
工
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
で
作
ら
れ
る
。
セ
ン
タ
ー

で
は
、
小
学
校
３
校
、
中
学
校
１
校
の

１
１
５
０
食
を
ま
か
な
う
。
市
全
体
の

給
食
を
担
当
す
る
浜
玉
支
所
教
育
課
学

校
教
育
係
の
栗
原
美
紀
子
さ
ん
は

「う

ち
が
農
家
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
す

が
、
で
き
る
だ
け
地
元
の
も
の
を
子
ど

も
た
ち
に
食
べ
て
も
ら
い
た
い
。
ふ
だ

ん
か
ら
農
家
に
も
よ
く
行

っ
て
い
る
ん

で
す
」
と
い
う
。

■■■■

1鏑

， 切
陪

ご飯、里芋五目煮、きゅうりの和えもの
アジフライ、巨峰、牛乳。

浜

早朝8時に届く地元の食材。どれも
新鮮なものばかり。

県産大豆で本綿豆腐を造る長尾さ
ん。

生徒とともに食事中の古川知事。「知事も給食の
ことを考えてくださっていると知って感激しました J

と、生徒の声。

農象の人と
食べるのは
機鰊て。

3年 2組の生徒 さん。

佐賀県唐津市浜玉町大江6番地 1

調味料にも気をつかっている。


